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デバッグツール（開発）SQL Developer の使い方 

画面構成 

  

オブジェクト選択画面部 

（ナビゲーション・ 

ウィンドウ） 

－「Connections」 

＋「Ora_SID1」 

－「Ora_SID2」 

＋「Tables」 

＋「Viewes」 

＋「Procedure」 

メイン・メニュー 

ソース・コード操作メニュー 

ソース・コード表示画面部 

（Work Sheet ペイン） 

結果表示画面部 

結果表示タブ 

結果表示選択操作タブ 



操作方法 

――――― 単独 SQL および、一時的な PL/SQL コードの実行操作方法 ――――― 

【ソース・コードの記述場所】 

「ソース・コード操作メニュー」の一番左側タブの画面に、無名 PL/SQL ブロック

のソース・コードは入力していきます（タブ名は、▶ 接続名） 

【実行方法】 

「ソース・コード表示画面部」にソース・コードの入力が終わったら、「ソース・コ

ード操作メニュー」の ▶（文の実行） ボタンもしくは、□▶  （スクリプト実行）

をクリックする 

・文の実行は、カーソルがある SQL 文のみを実行します 

・スクリプト実行は、「ソース・コード表示画面部」に入力してあるすべての

SQL 文を実行します 

【結果の表示】 

「結果表示選択操作タブ」の中から[Result]タブを選択すると、実行結果が「結果表

示画面部」に表示されています 

【実行計画の表示】 

「ソース・コード操作メニュー」の Execcute Explain Plan  ボタンをクリックし

ます 

「結果表示タブ」の中から[Explain（説明）]タブを選択すると、実行計画が「結果

表示画面部」に表示されています 

※  Execcute Explain Plan  ボタンをクリックしていないと、過去に実行

SQL の実行計画が残ったまま表示されているので、リフレッシュのために

このボタンをクリックする 

【実行実績トレースの表示】 

「ソース・コード操作メニュー」の autotrace  ボタンをクリックします 

「結果表示タブ」の中から[Autotrace（自動トレース）]タブを選択すると、実行実

績トレースが「結果表示画面部」に表示されています 

※  autotrace  ボタンをクリックしていないと、過去に実行 SQL の実行実

績トレースが残ったまま表示されているので、リフレッシュのためにこの

ボタンをクリックする  

／  接続名＼／ tableA ＼／ procedureX ＼ 

ソース・コード表示画面部 

（Work Sheet ペイン） 

例） 

SELECT  *  FROM  user_table１  WHERE  ・・・ 



【一時的な PL/SQL コードの入力画面の追加】 

画面左のオブジェクト選択画面部（ナビゲーション・ウィンドウ）の対象の Oracle

を指す接続名を右クリックして、「SQL ワークシートを開く」を選択すると、新た

な無名 PL/SQL ブロックのコードを入力するためのタブが追加されます 

【ソース・コードへの行番号表示】 

ソース・コードの左の空白部分を右クリックして、「Toggle Line Numbers」を選択

します 

【テーブルのレコード値確認】 

左側の「オブジェクト選択画面部」の Tables 配下のテーブル名をダブルクリックす

ると、テーブルの定義情報が「ソース・コード表示画面部」に表示されます 

「ソース・コード操作メニュー」の[データ]タブを選択すると、レコード値が「ソー

ス・コード表示画面部」に表示されます 

【新規プロシージャの作成】 

左側の「オブジェクト選択画面部」から Procedures を選択し右クリックして、New 

Procedure を選択する 

ここで、プロシージャの名前を決めて入力する 

プロシージャの本体のソース・コードを「ソース・コード表示画面部」を記述する 

「メニュー」のファイルから、save を選んで、プロシージャの保存を行う 

※ 保存が行われると、左側の「オブジェクト選択画面部」の Procedures 配下に作

成したプロシージャ名が表示される 

  



――――― プロシージャおよびファンクションのデバッグ操作方法 ――――― 

【ソース・コードの表示】 

左側の「オブジェクト選択画面部」の Procedures 配下の対象のプロシージャ名をク

リッククリックすると、ソース・コードが「ソース・コード表示画面部」に表示さ

れます  ※ 表示だけで、実行ができません 

【ソース・コードの編集および、デバッグのための表示】 

左側の「オブジェクト選択画面部」の Procedures 配下の対象のプロシージャ名を右

クリックして、Edit をクリックすると、ソース・コードが「ソース・コード表示画

面部」に表示されます 

※ プロシージャおよびファンクションのコンパイルとデバッグ操作について、 

「コンパイル or デバッグ用にコンパイル」操作は、作成コードを Oracle に

Create or Replace 登録すること自体の動作を意味します 

「実行 or デバッグ」操作は、登録されたコードを呼出して使うための call 動作

を行うことを意味します 

よって、コール前に登録動作が必ず必要になります 

【デバッグ用にコンパイル】 

「ソース・コード操作メニュー」の デバッグ用コンパイル  ボタン（⇩）をクリッ

クして、デバッグ・コンパイルを実行します 

（もしくは、左側のオブジェクト選択画面部で該当のプロシージャ名を右クリック

して、Compile For Debug を選択します） 

 

【デバッグの開始】 

※ 必ず先に、デバッグ・コンパイルを済ませておくこと 

「ソース・コード操作メニュー」の Debug  ボタン（🐞）をクリックすると、デバ

ッグでのプロシージャの開始されます 

【コンパイル】 

「ソース・コード操作メニュー」の コンパイル  ボタン（⇩）をクリックして、コ

ンパイルを実行します 

（もしくは、左側のオブジェクト選択画面部で該当のプロシージャ名を右クリック

して、Compile を選択します） 

【プロシージャの実行】 

※ 必ず先に、コンパイルを済ませておくこと 

「ソース・コード操作メニュー」の 実行  ボタン（▶）をクリックすると、無名

PL/SQL ブロックが自動生成されて、プロシージャを呼出す（実行）ことが出来ま

す  



【ブレークポイントの指定】 

「ソース・コード表示画面部」の行番号をクリックすると、ブレークポイントが設

定されます 

ブレークポイントが設定された行には、赤い●印が付きます 

【PL/SQL プロシージャ内の変数の値遷移確認】 

「結果表示選択タブ」の［Data］タブを選択すると、PL/SQL プロシージャ内の変

数の状態が「結果表示画面部」に表示されます 

「結果表示選択タブ」の［Watches］タブを選択すると、PL/SQL プロシージャ内の

変数の値が「結果表示画面部」に表示されます 

【コンパイル・エラーに対する修正方法】 

 

「結果表示画面部」に表示する内容は、［結果表示タブ］と［結果表示選択操作タブ］

の上下２つの［ ］タブによって表示する内容を選択します。 

※ コンパイルの結果は、「結果表示選択操作タブ」の［Compiler -Log］タブ  もし

くは、を［Message -Log］タブ選択すると、「結果表示画面部」にコンパイル結

果が表示されています 

この時、「PLW-006015 非推奨のパラメータを使っている」などの旨のメッセー

ジは、無視してかまいません。 

［結果表示選択操作タブ］で［MESSAGE］タブ、［結果表示タブ］で［Message -

Log］タブ選択時は、「結果表示画面部」にコンパイル結果が、以下の構文で表示さ

れます 

プロシージャ名 Compiled （ with error ） 

［結果表示選択操作タブ］で［Compiler］タブ、［結果表示タブ］で［Compiler -Log］

タブ選択時は、「結果表示画面部」にコンパイル結果が、より詳細に表示されます 

（表示例）  ○×  ERROR（11.1：PLS-00103：記号“EXCEPTION”が見つかり

ました。次のうちの１つが入るとき：～～～～～～） 

エラーメッセージをダブルクリックすると、該当の行へカーソルがジャンプします。 

  



【デバッグ実行するファンクションへのパラメータの受渡し】 

作成したファンクションに対して、「ソース・コード操作メニュー」の Debug  ボ

タン（🐞）をクリックすると、デバッグでのプロシージャの開始されます 

この時に、「PL/SQL のデバッグ」というウィンドウが開きます 

この中で、PL/SQL ブロックのボックスには、指定したファンクションを呼出す

ための無名 PL/SQL ブロックが記述されています 

このブロック中に、引き渡しパラメータに対する値設定ステートメントが記述さ

れているので、その部分を変更すれは、パラメータの受渡しが行われます 

  

この部分を変更して、引き渡し

パラメータの値をセットする 



【エラー対応】 

ORA-06550  行＊＊、列 4： 

    PLS-00103：記号”end_of_file”が見つかりました。次のうち１つが入るとき： 

    ・・・ 

→ Oracle SQL Developer ツールでは、END；の時に、END と；（コロン）の間に半

角空白文字が入ることを認めていないので、エラーが発生する 

なお、SQL/Plus では、空白を入れても問題ない 


